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一標準偏差 (S D) の 2 倍〉より低かった群 (AMLR ー低下群) .および平均値::t 2 SDの範囲内であ
った群 (AMLR 一正常群)がそれぞれ患者全体の 39%. 5 3 労に認められたD 乙の両群はともに健常









抗原について検討した結果) AMLR-低下群のCD4陽性細胞中の CD45陽性細胞の割合がAMLR 一正
常群や健常者群に比べて有意に低下している乙とが明らかとなった。しかしT細胞画分中における CD4






歯周治療による AMLR値の変動について検討した結果. AMLR ー低下群において治療前に低下を認
めたAMLR値やCD4 陽性CD45R陽↑生細胞の割合は歯周治療の進行に伴い上昇し，メインテナンス
期においては正常値域にまで回復する乙とが明らかとなった。












の反応性が低下している乙とを明らかにした。また，乙のAMLR値の低下は反応細胞中のC D 4+ C D 
4 5 R+T細胞の、政þ，および IL-2産生の減少を伴っている乙とを明らかにした。さらにこれらの異常
が歯周治療の進行にともない回復する乙とも少数例ではあるが明らかにした。
乙の業績は現在臨床的評価を基準に診断されている成人性歯周炎の多様性を示すとともに，将来，歯周
病の病態解析への新たな方向性を提示するものとして評価でき，歯学博士の学位請求に値するものと認め
られる。
円ノ旬? ?? ?
